
 

  

意   見   書 

 
                                            三重県公共事業評価審査委員会 
 
１ 経  過 

 
 平成２１年１０月５日に開催した平成２１年度第１回三重県公共事業評価審査委員会に

おいて、県より河川事業３箇所の再評価および海岸事業３箇所の事後評価の審査依頼を受

けた。 
これらの事業に関して、同年１１月２６日に開催した第３回委員会において、県の担当

職員から事業説明を受けるとともに、審査資料に基づき審査を行った。 

 

２  意  見    

 
  審査対象事業に関して慎重な審査を行った結果、以下のような意見を委員会としてとり
まとめ、三重県知事に対して答申するものである。 

 
（１）河川事業［県事業］【再評価対象事業】 

 

５番 二級河川 三
み

滝川
たきがわ

 

６番 二級河川 朝明
あさけ

川
がわ

 

７番 一級河川 芥川
あくたがわ

 

 
この３河川は、効果算出手法の見直しにより、今回再評価を行った事業である。 
５番については、平成１７年度に河川整備基本方針・河川整備計画を策定し、その後

おおむね４年を経過して再評価を行った継続中の事業である。 
６番については、昭和４９年度に事業着手し、平成１０年度、１４年度、１９年度に

再評価を行い、その後おおむね２年を経過して再評価を行った継続中の事業である。 
７番については、昭和６０年度に事業着手し、平成１４年度、１９年度に再評価を行

い、その後おおむね２年を経過して再評価を行った継続中の事業である。 
 
今回、審査を行った結果、５番、６番、７番について、事業継続の妥当性が認められ

たことから事業継続を了承する。 
ただし、市町の内水排除対策や準用河川整備など、他の主体による事業との連携を密に

し、事業推進を図られたい。 



 

 
（２）海岸事業［県事業］【事後評価対象事業】 
 

５０４番 下箕田
し も み だ

地区
ち く

海岸
かいがん

 

５０５番 相差
おうさつ

地区
ち く

海岸
かいがん

 

５０６番 長島港
ながしまこう

海岸
かいがん

 

 
５０４番については、平成元年度に事業着手し平成１６年度に完了した事業である。 
５０５番については、昭和６１年度に事業着手し平成１６年度に完了した事業である。 
５０６番については、昭和６１年度に事業着手し平成１６年度に完了した事業である。 

 
審査を行った結果、５０４番、５０５番、５０６番については、事業の効果、今後の

課題について、事後評価の妥当性を認める。 
  
 
（３）総括意見 
一、評価を行うにあたり、密接に関連する事業を一体化して評価するなどの方法を将来的

には検討されたい。 


